
令和 2 年 2 月

令和 元 年度 令和 10 年度

１．事業概要

（１）

① 給　水

人

人

千㎥／ha

② 施　設　

％

③ 料　金

＜料金表＞

0～10㎥ 11～50㎥ 51～100㎥ 101㎥～

一般用
13㎜
20㎜

650円 187円 237円

13㎜
20㎜

187円 237円

25㎜
30㎜
40㎜
50㎜
75㎜

100㎜
2,287円

プール用 － －

臨時用 － －

消防用 － －

上表の金額には、消費税及び地方消費税相当額は含まれていない。

岩美町水道事業経営戦略

料 金 改 定 年 月 日
（消費税のみの改定は含まない）

施 設 利 用 率 66.8

施 設 数

策 定 日 ：

　　表流水　　、　　伏流水　　、　　地下水

　岩美町水道事業の料金体系は、用途及びメーター口径毎に区分し、それぞれ基本料金と従量料金を設定して
おり、現行の料金体系は下表のとおりです。
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団 体 名 ：

事 業 名 ：

有 収 水 量 密 度

岩美町

水道事業

計 画 期 間 ： ～

法 適 （ 全 部 ・ 財 務 ）
・ 非 適 の 区 分

法 適 （ 全 部 ）

供 用 開 始 年 月 日 昭 和 38 年 8 月 1 日

水 源

事業の現況

1㎥当たり　　116円

1㎥当たり　　237円

浄水場設置数

配水池設置数

10

料 金 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

施 設 能 力 5,530

21

187円

無　　料

237円

　　　　　　　料金
　　用途

口径別 基本料金
従量料金（1か月当り）

116円

116円

116円

計 画 給 水 人 口 11,601

現 在 給 水 人 口 11,394

㎥／日

0.14

平 成 26 年 4 月 1 日

管 路 延 長

営業用
及び

大口用

1,150円



④ 組　織

（２）

（３） 経営比較分析表等を活用した現状分析

２．将来の事業環境

（１）

　本町水道事業は、経営比較分析表において、収益性については、経常収支比率が100％を上回っていますが、全国平均及び類似団体平均
を下回っています。料金回収率は100％を上回っており、料金収入によって経常的な経費を賄えています。
　また、効率性については、施設利用率が全国平均及び類似団体平均を上回っており、適切な施設規模であると考えられます。有収率は各年
バラツキがあるものの類似団体平均を上回っています。
　さらに、安全性については、累積欠損金比率が0％であるが、流動比率が全国平均及び類似団体平均を下回っています。企業債残高対給水
収益比率は全国平均及び類似団体平均を上回っており、右肩下がりではあるが企業債残高の規模が大きい状況です。
　一方、施設の老朽化について見てみると、有形固定資産減価償却率が37.62％であり全国平均及び類似団体平均を下回っています。管路更
新率は全国平均及び類似団体平均を上回っていますが、1.3％に留まっています。

※経営比較分析表（平成29年度決算）を添付。
　　「公営企業に係る「経営分析表」の策定及び公表について」（公営企業三課室長通知）による経営分析表

　給水人口予測の推計にあたっては、国立社会保障・人口問題研究所（以下「社人研」という。）による将来推計人口における減少率と、岩美町
総合戦略による将来推計人口における減少率を根拠として推計を行い、減少率の影響の多い社人研の減少率を採用しました。
　平成29年度現在11,520人の給水人口が、令和10年度では9,766人（平成29年度末対比　15.2％減）、令和27年度では6,714人（平成29年度末
対比　41.7％減）と見込みました。

*1　水道事業の広域化とは、水道法（昭和32年法律第177号）第２条の２第２項の市町村の区域を超えた広域的な水道事業者間の連携等に当たるものである。その具体的な方策として
は、経営統合（事業統合及び経営の一体化をいう。以下同じ。）、浄水場等一部の施設の共同設置や事務の広域的処理等がある。

これまでの主な経営健全化の取組

・平成20年4月　白地地区簡易水道を蒲生地区簡易水道へ統合。白地地区簡易水道を廃止。
・平成23年4月　荒金簡易水道を小田地区簡易水道へ統合。荒金簡易水道を廃止。
・平成29年4月　簡易水道事業を上水道事業に一元化。

給水人口の予測

環境水道課　9名
（うち水道3名）

上下水道係　2名
（うち水道1名）

計画調整係　3名
（うち水道2名）

11,520

9,766

6,714

9,877

8,252

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27

給水人口の予測（～R27年度）

給水人口（社人研） 給水人口（総合戦略）



（２）

（３）

（４）

　技術担当である上下水道係については、下水道担当1名と合わせて2名体制で業務を行っています。人事異動等で職員が代わってもノウハウ
が継承できるよう、業務の共有や研修の充実などを中期的に継続していきます。

水需要の予測

組織の見通し

　水需要の予測にあたっては、以下を根拠としました。

・家庭用有収水量
　　　給水人口1人当たりの年間使用水量（過去10年平均値）×将来給水人口
　　　　平成29年度　846,720㎥（実績より）
　　　　令和10年度　751,982㎥（77㎥×9,766人）
　　　　令和27年度　516,978㎥（77㎥×6,714人）
・業務用及びその他用については過去10年平均値で固定

料金収入の見通し

　料金の見通しについては、(1)給水人口の予測及び(2)水需要の予測の有収水量を用いて、現行の料金体系で試算を行いました。
　　平成29年度現在201,398千円の料金収入が、令和10年度では169,811千円（平成29年度対比15.7％減）、令和27年度では132,912千円（平
成29年度対比34.0％減）と見込みました。

2018年度 2028年度 2038年度 2048年度 2058年度
上下水道係 1 1 1 1 1
計画調整係 2 2 2 2 2

合　　計 3 3 3 3 3

169,811

132,912

201,398

171,152

151,502

120,000

130,000

140,000

150,000

160,000

170,000

180,000

190,000

200,000

210,000

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27

（千円） 料金収入の予測（～R27年度）

料金収入（社人研） 料金収入（総合戦略）

846,720
751,982

516,978

209,145

217,229

217,236

54,020

55,542

55,541

1,109,885

1,024,753

789,755

100,000

300,000

500,000

700,000

900,000

1,100,000

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27

（㎥/年）

用途別有収水量（～R27年度）

家庭用 業務用 その他



３．経営の基本方針

４．投資・財政計画（収支計画）

（１）

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

投資・財政計画（収支計画）　：　 別　紙　の　と　お　り

　投資以外の経費（人件費）の積算の考え方等については次のとおりです。

　・職員給与費：前年度予算額と同額を計上しました。
　・動力費：取水量の減少を見込んでいるが、過去3カ年間の平均値を採用しました。
　・修繕費：過去3カ年間の実績を基に見込んだ額を計上しました。大規模修繕（100万円超）は資本的支出にて計上しました。
　・材料費：過去3カ年間の平均値を採用しました。

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

　昭和36年の創設以来、町民生活に欠くことのできない水道水を安定して供給し続けていくことを第一と考え、「豊かな自然と共に未来へつなげ
る岩美の水道」を基本理念として事業の運営に努めています。

①　収支計画のうち投資についての説明

　投資計画については、次のとおり課題の早期解決を目指し事業を実施していきます。

　・取水施設：本町の約２割の水量を占める陸上水源における施設（昭和48年度建設）の更新及び耐震化
　　　　　　　　 池谷水源の取水量の減少
　　　　　　　　 岩井水源の予備水源の確保
　・送水施設：老朽化の著しい送水、加圧ポンプの老朽化対策（陸上浄水場送水ポンプ、田後加圧ポンプ、岩常加圧ポンプ）
　・管　　　路：約２割の耐震化率である基幹管路の耐震化
　　　　　　　　 その他管路の老朽化対策（布設替え）

②　収支計画のうち財源についての説明

　財源の積算の考え方については次のとおりです。

　・国庫補助金：現行制度で試算しました。
　・企業債：現行制度、利率で試算しました。
　・料金：現行料金体系で試算しました。

　今後の財源確保の取組みについては次のとおりです。

　・遊休資産の把握、利活用方法の検討
　・債券運用の導入

（千円）

管路耐震化事業
74,186 33,000 44,000 46,200 34,100 36,300 30,800 31,900 28,600

陸上水源の更新
36,861 161,700 184,800

池谷水源の更新
15,900 101,200 101,200

岩井水源の更新
38,500 120,300 218,700

延興寺水源の更新
9,300 163,400

ポンプ更新等
14,273 4,400 4,400 4,400 4,400 4,400 4,400 4,400 4,400

199,100 249,100 151,800

R2 R3 R4 R5

125,320合　計 178,200 161,000 263,200 199,700 33,000

R6 R7 R8 R9 R10 合　計

1,560,420

383,361

172,700

359,086

377,500

218,300

49,473



（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　投資の合理化、費用の見直しについての検討状況等

②　財源についての検討状況等

５．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

　アセットマネジメントについては、令和6年度までに着手する。

　広域化については、鳥取県主導で行っている「上水道に係る広域化・共同化検討会」において、検討
している。令和4年度中の「水道広域化推進プラン」、「広域化・共同化計画」の策定を目指し議論を進
めている。

　近隣団体と比較して高い料金体系であることを勘案し、料金体系の見直しは見込んでいない。

民間の資金・ノウハウ等の活用
（ PPP/PFI 等 の 導 入 等 ）

ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト の 充 実
（ 施 設 ・ 設 備 の 長 寿 命 化 等
に よ る 投 資 の 平 準 化 ）

企 業 債

繰 入 金

　毎年度の決算が公表された後、収支計画の進捗管理を行います。
　また、概ね５年毎に経営戦略の検証更新を行うとともに、収支計画の前提となる諸条件
（維持管理、投資に関する方針等）に変化が生じた場合には随時見直すこととします。

施 設 ・ 設 備 の 廃 止 ・ 統 合
（ ダ ウ ン サ イ ジ ン グ ）

　施設・設備の廃止・統合については、令和6年度までに検討する。

施 設 ・ 設 備 の 合 理 化
（ ス ペ ッ ク ダ ウ ン ）

　施設・設備の合理化については、令和6年度までに検討する。

料 金

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、
改 定 等 に 関 す る 事 項

　整備事業の主となる財源であるが、補助金などの特定財源を活用し必要最小限の借入とする。

　基本的に繰入基準どおりとしています。高齢者等料金減免分の補てん、非効率区域の給水経費の一
部について繰入基準外の繰入を計上しています。

広 域 化

※　投資・財政計画（収支計画）に反映することができなかった検討中の取組や今後検討予定の取組について、その内容等を記載すること。
　　 また、（１）において、純損益（法適用）又は実質収支（法非適用）が計画期間内の最終年度で黒字とならず、赤字が発生している場合には、赤字の解消に向け
　 た取組の方向性、検討体制・スケジュール等について記載する必要があること。

　民間の資金・ノウハウ等の活用については、施設更新・大規模改修時に検討を行う。



様式第2号（法適用企業・収益的収支） 投資・財政計画
（収支計画）

（単位：千円，％）

年　　　　　　度 前々年度 前年度

区　　　　　　分 （ 決 算 ）
決 算
見 込

１． (A) 201,725 194,613 192,991 190,706 188,330 185,962 183,204 180,969 178,785 176,593 174,431 172,301
(1) 201,398 194,281 190,645 188,216 185,840 183,472 180,714 178,479 176,295 174,103 171,941 169,811
(2) (B) 1,900 1,900 1,900 1,900 1,900 1,900 1,900 1,900 1,900 1,900
(3) 327 332 446 590 590 590 590 590 590 590 590 590

２． 45,131 44,032 45,183 43,765 43,167 42,925 43,472 43,916 44,641 45,259 46,317 47,180
(1) 8,942 8,315 6,938 6,826 6,139 5,714 5,310 4,951 4,657 4,504 4,349 4,195

8,942 8,315 6,938 6,826 6,139 5,714 5,310 4,951 4,657 4,504 4,349 4,195

(2) 33,922 34,201 34,543 33,862 33,951 34,134 35,085 35,888 36,907 37,678 38,891 39,908
(3) 2,267 1,516 3,702 3,077 3,077 3,077 3,077 3,077 3,077 3,077 3,077 3,077

(C) 246,856 238,645 238,174 234,471 231,497 228,887 226,676 224,885 223,426 221,852 220,748 219,481
１． 196,930 199,946 205,131 204,854 205,031 204,154 212,451 212,955 218,748 218,646 226,238 230,028
(1) 13,691 17,313 17,385 15,844 15,844 15,844 15,844 15,844 15,844 15,844 15,844 15,844

6,723 8,959 8,899 7,110 7,110 7,110 7,110 7,110 7,110 7,110 7,110 7,110

6,968 8,354 8,486 8,734 8,734 8,734 8,734 8,734 8,734 8,734 8,734 8,734
(2) 53,418 51,162 56,332 58,734 58,111 58,132 58,173 58,194 58,235 58,256 58,297 58,318

13,572 14,497 15,596 15,456 15,456 15,456 15,456 15,456 15,456 15,456 15,456 15,456
15,627 12,816 12,860 13,848 13,184 13,184 13,184 13,184 13,184 13,184 13,184 13,184
1,286 1,639 2,047 1,816 1,816 1,816 1,816 1,816 1,816 1,816 1,816 1,816

22,933 22,210 25,829 27,614 27,655 27,676 27,717 27,738 27,779 27,800 27,841 27,862
(3) 129,821 131,471 131,414 130,276 131,076 130,178 138,434 138,917 144,669 144,546 152,097 155,866

２． 36,094 33,722 31,368 28,809 26,411 24,457 22,665 20,687 18,904 17,418 16,301 15,080
(1) 35,782 33,452 31,167 28,608 26,210 24,256 22,464 20,486 18,703 17,217 16,100 14,879
(2) 312 270 201 201 201 201 201 201 201 201 201 201

(D) 233,024 233,668 236,499 233,663 231,442 228,611 235,116 233,642 237,652 236,064 242,539 245,108
(E) 13,832 4,977 1,675 808 55 276 △ 8,440 △ 8,757 △ 14,226 △ 14,212 △ 21,791 △ 25,627
(F)
(G)
(H)

13,832 4,977 1,675 808 55 276 △ 8,440 △ 8,757 △ 14,226 △ 14,212 △ 21,791 △ 25,627
(I) 162,339 167,316 168,991 169,799 169,854 170,130 161,690 152,933 138,707 124,495 102,704 77,076
(J) 329,490 286,075 286,399 280,982 286,572 291,630 288,618 275,055 259,179 248,885 234,238 208,900

9,132 14,161 9,060 9,024 8,989 8,953 8,918 8,883 8,848 8,813 8,778 8,744
(K) 145,240 120,626 125,355 126,422 129,249 126,741 137,783 134,206 133,748 132,697 130,200 131,942

109,283 116,778 120,777 121,724 124,582 122,073 133,113 129,535 129,075 128,023 125,524 127,265

30,933 2,087 2,817 2,937 2,906 2,907 2,909 2,910 2,912 2,913 2,915 2,916
( I )

(A)-(B)

(L)

(M) 201,725 194,613 191,091 188,806 186,430 184,062 181,304 179,069 176,885 174,693 172,531 170,401

(N)

(O)

(P)

営 業 外 収 益

料 金 収 入
受 託 工 事 収 益
そ の 他

本年度

営 業 収 益

R2年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

補 助 金
他 会 計 補 助 金
そ の 他 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

そ の 他

収 入 計
そ の 他

そ の 他
減 価 償 却 費

営 業 外 費 用

収

益

的

支

出

営 業 費 用
職 員 給 与 費

基 本 給
退 職 給 付 費
そ の 他

経 費
動 力 費
修 繕 費

支 払 利 息

流 動 負 債

支 出 計
経 常 損 益 (C)-(D)

特 別 利 益
特 別 損 失
特 別 損 益 (F)-(G)

収

益

的

収

支

当 年 度 純 利 益 （ 又 は 純 損 失 ） (E)+(H)
繰 越 利 益 剰 余 金 又 は 累 積 欠 損 金
流 動 資 産

う ち 未 収 金

収

益

的

収

入

材 料 費

う ち 建 設 改 良 費 分
う ち 一 時 借 入 金
う ち 未 払 金

累 積 欠 損 金 比 率 （ ×100 ）

健 全 化 法 施 行 規 則 第 ６ 条 に 規 定 す る
解 消 可 能 資 金 不 足 額

健 全 化 法 施 行 令 第 17 条 に よ り 算 定 し た
事 業 の 規 模

健全化法第22条により算定した
資 金 不 足 比 率

(（N）/（P）×100)

地方財政法施行令第15条第１項により算定した
資 金 の 不 足 額

営 業 収 益 － 受 託 工 事 収 益 (A)-(B)
地 方 財 政 法 に よ る
資 金 不 足 の 比 率

(（L）/（M）×100)

健 全 化 法 施 行 令 第 16 条 に よ り 算 定 し た
資 金 の 不 足 額



様式第2号（法適用企業・資本的収支） 投資・財政計画
（収支計画）

（単位：千円）
年　　　　　度 前々年度 前年度

区　　　　　分 （ 決 算 ）
決 算
見 込

１． 61,000 82,600 43,900 90,300 156,200 192,700 119,500 140,400 127,300 204,400 156,700 32,000

２． 27,315 33,586 17,526 20,519 16,532 16,444 13,967 13,112 9,161 8,163 8,319 7,506

３．

４．

５．

６． 23,782 36,541 15,778 26,263 49,592 63,008 38,867 44,458 40,342 65,433 49,650 7,700

７．

８． 289 8,157 835 5,127 835 835 835 835 835 835 835 835

９．

(A) 112,386 160,884 78,039 142,209 223,159 272,987 173,169 198,805 177,638 278,831 215,504 48,041

(B)

(C) 112,386 160,884 78,039 142,209 223,159 272,987 173,169 198,805 177,638 278,831 215,504 48,041

１． 114,483 174,544 64,268 132,855 206,635 256,635 159,335 185,735 168,535 270,735 207,235 40,535

5,869 2,943 3,045 6,159 6,159 6,159 6,159 6,159 6,159 6,159 6,159 6,159

２． 102,646 109,283 116,779 120,777 121,724 124,582 122,073 133,113 129,535 129,075 128,023 125,524

３．

４．

５． 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

(D) 217,130 283,828 181,048 253,633 328,360 381,218 281,409 318,849 298,071 399,811 335,259 166,060

(E) 104,744 122,944 103,009 111,424 105,201 108,231 108,240 120,044 120,433 120,980 119,755 118,019

１． 98,480 113,524 98,954 102,760 91,560 91,264 97,924 107,836 109,415 102,952 106,065 115,670

２．

３．

４． 6,264 9,420 4,055 8,664 13,641 16,967 10,316 12,208 11,018 18,028 13,690 2,349

(F) 104,744 122,944 103,009 111,424 105,201 108,231 108,240 120,044 120,433 120,980 119,755 118,019

(G)

(H) 1,783,826 1,757,143 1,684,264 1,653,787 1,688,263 1,756,381 1,753,808 1,761,095 1,758,860 1,834,185 1,862,862 1,769,338

○他会計繰入金 （単位：千円）
年　　　　　度 前々年度 前年度

区　　　　　分 （ 決 算 ）
決 算
見 込

8,942 8,315 6,937 6,826 6,138 5,713 5,309 4,950 4,657 4,504 4,348 4,195

5,550 4,462 4,090 3,538 2,899 2,491 2,102 1,752 1,468 1,324 1,177 1,033

3,392 3,853 2,847 3,288 3,239 3,222 3,207 3,198 3,189 3,180 3,171 3,162

27,315 33,586 17,525 18,501 16,532 16,443 13,859 13,111 9,160 8,163 8,319 7,505

26,315 32,581 16,505 17,435 15,450 15,344 13,352 12,644 8,684 7,678 7,825 7,002

1,000 1,005 1,020 1,066 1,082 1,099 507 467 476 485 494 503

36,257 41,901 24,462 25,327 22,670 22,156 19,168 18,061 13,817 12,667 12,667 11,700

R10年度

企 業 債

う ち 資 本 費 平 準 化 債

他 会 計 出 資 金

他 会 計 補 助 金

本年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

計

そ の 他

R7年度 R8年度 R9年度

他 会 計 負 担 金

(A)のうち翌年度へ繰り越さ
れる支出の財源充当額

純 計 (A)-(B)

資

本

的

支

出

建 設 改 良 費

う ち 職 員 給 与 費

企 業 債 償 還 金

他 会 計 長 期 借 入 返 還 金

他 会 計 へ の 支 出 金

資

本

的

収

入

そ の 他

計

他 会 計 借 入 金

国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 金

固 定 資 産 売 却 代 金

工 事 負 担 金

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

合 計

R9年度

資

本

的

収

支

補 塡 財 源 不 足 額 (E)-(F)

他 会 計 借 入 金 残 高

企 業 債 残 高

資本的収入額が資本的支出額に
不足する額     　　    (D)-(C)

補

塡

財

源

損 益 勘 定 留 保 資 金

利 益 剰 余 金 処 分 額

繰 越 工 事 資 金

そ の 他

計

R10年度

収 益 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

資 本 的 収 支 分

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度R2年度本年度


